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性の多様性 　LGBTQ＋
～多様な性の在り方について考える～

特
集

　本校は、明治３５年に開校した本別小学校が近隣２校の小学校を分校とした後に統合し、昭和４５年に本別
中央小学校と改称して、全校児童１,０９８名でスタートしました。
　現在は、１学年１学級の小規模校としての利点を生かし、新型コロナウイルス感染防止に留意しながら、子
どもたち一人一人の未来に寄り添い、健やかな成長と学びを止めない新たな学校の創造（ニューノーマルの発信）
に取り組んでいます。

　算数・体育の専科教員配置による学力・
体力の向上を図るとともに、空き時間の確
保による働き方改革の推進をしています。

【教科担任制の模索】
　特別活動等の教育課程を見直し、小規
模校のよさを生かした全校児童による運
動会を午前日程で開催しました。

【全校児童による運動会】
　町教委が主催する外国人英語教師を活
用した低学年向け英語活動に取り組んで
います。

【放課後English】

本別町立本別中央小学校
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硬
式
野
球
を
経
験
で
き
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
道
具
や
練
習
場
の
確
保
な
ど
で
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
１
年
間
の
試
行
錯
誤
を
経

て
２
０
０
２
年
に
開
校
し
、
今
年
で
20
年
目

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
千
名
の
卒
業
生
が
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
甲
子
園
出
場
を
果
た
し

た
子
ど
も
た
ち
や
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
古
谷

優
人
投
手
も
い
ま
す
。
当
初
は
私
も
指
導
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
歴
代
の
Ｏ
Ｂ
や
高

校
野
球
関
係
者
な
ど
が
指
導
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
主
に
裏
方
と
し
て
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
的
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
が
、『
そ

の
子
に
合
っ
た
そ
の
子
目
線
の
声
掛
け
』『
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
指
導
』『
子
ど
も
の
個
性
を

重
視
し
、
可
能
性
を
伸
長
さ
せ
る
こ
と
』
を

心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
、
今
ま
で
の
成
果
や
子
ど
も
た
ち
を
伸
ば

す
指
導
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
ま
た
、
昨
夏
の
甲
子
園
交
流
試
合
で
、
帯

広
農
業
高
等
学
校
の
選
手
が
使
用
し
て
い
た

こ
と
で
も
話
題
と
な
っ
た
「
Ｈ
Ｓ
Ｗ
グ
ロ
ー

ブ
」
の
開
発
に
つ
い
て
も
伺
っ
た
。

　
佐
藤
肇
さ
ん
は
音
更
町
の
有
限
会
社
Ｈ
Ｓ

-

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
。
帯

広
市
内
の
藤
丸
百
貨
店
や
ス
ポ
ー
ツ
店
で
18

年
間
の
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
１
年
に
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
独
立
を
果
た

す
。
生
ま
れ
育
っ
た
音
更
市
街
で
、
主
に

野
球
用
品
を
取
り
扱
う
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

シ
ョ
ッ
プ　
年
中
野
球
」
を
営
ん
で
い
る
。

顧
客
や
取
引
先
は
十
勝
管
内
や
道
内
各
地
だ

け
で
な
く
、本
州
に
ま
で
及
ぶ
。大
型
ス
ポ
ー

ツ
店
が
増
え
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
店
が
減
っ

て
い
る
中
、
気
軽
に
野
球
談
議
が
で
き
る
お

店
と
し
て
、
お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
と

て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
上
の
信
条

と
し
て
、「
商
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
て

か
ら
が
本
当
の
お
付
き
合
い
で
あ
る
」
を
掲

げ
る
佐
藤
さ
ん
に
、
現
在
と
こ
れ
か
ら
の
教

育
現
場
に
期
待
す
る
こ
と
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
、中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た「
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

「『
十
勝
の
高
校
の
甲
子
園
出
場
』『
部
活
動

引
退
後
に
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
』」

と
の
声
を
受
け
、
高
校
入
学
前
に
一
足
早
く

教 育 現 場 へ の 期 待

有
限
会
社
Ｈ
Ｓ-

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

代
表
取
締
役

佐
藤　
　

肇
さ
ん
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「
幼
少
期
に
父
を
亡
く
し
、母
子
家
庭
で
育
っ

た
の
で
、
貧
し
い
生
活
で
感
じ
た
劣
等
感
や

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
な
ど
、
開
発
の
根
底
に

あ
っ
た
の
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

（
開
拓
者
精
神
）。
自
分
自
身
で
メ
ー
カ
ー
を

立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
Ｈ

Ｓ
Ｗ
グ
ロ
ー
ブ
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｗ

に
は
、『
北
海
道
か
ら
（
Ｈ
）　
ス
タ
ー
ト
す

る
（
Ｓ
）　
世
界
へ
（
Ｗ
）』
と
の
思
い
が
あ

り
ま
す
。
一
地
方
で
あ
る
音
更
か
ら
、
世
界

に
発
信
し
挑
戦
す
る
と
の
思
い
で
す
。
酪
農

や
畜
産
が
盛
ん
な
十
勝
の
牛
革
が
使
え
な
い

か
を
考
え
、
処
理
業
者
た
ち
と
交
渉
し
、
関

西
の
工
場
を
経
て
出
荷
す
る
ル
ー
ト
を
構
築

し
ま
し
た
。
十
勝
の
牛
革
か
ら
で
き
た
グ

ロ
ー
ブ
は
、
耐
久
性
や
柔
軟
性
に
優
れ
て
お

り
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
店
舗
や
学
校
販
売
等
で
、
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
機
会
も
多
い
佐
藤
さ
ん
。

「
自
分
は
世
界
中
で
た
だ
一
人
し
か
い
な
い

存
在
。
周
り
の
目
を
過
度
に
気
に
せ
ず
、『
自

分
は
自
分
だ
』
と
い
う
も
の
を
見
付
け
て
生

き
て
ほ
し
い
。
日
本
で
最
も
野
球
の
上
手
な

プ
ロ
野
球
選
手
で
さ
え
、
打
率
３
割
で
一
億

円
プ
レ
イ
ヤ
ー
。だ
か
ら
、３
割
う
ま
く
い
っ

て
い
れ
ば
、
他
の
７
割
は
う
ま
く
い
か
な
く

て
も
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
自
分
の
言
葉
や
想
像
力
が
人

間
形
成
に
大
き
く
影
響
す
る
。
常
に
『
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
』
と
い
う
向
上
心
を
も
っ
て

生
き
抜
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」

と
、
野
球
や
仕
事
を
通
し
て
得
た
人
生
観
を

基
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い

を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
、 

「
先
生
方
は
子
ど
も
の
声
を
受
け
止
め
、
愛

情
を
も
ち
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
褒
め
て
ほ
し

い
。
大
人
の
言
葉
で
、
子
ど
も
は
よ
く
も
悪

く
も
変
わ
る
。
そ
し
て
、
教
育
界
以
外
の
世

界
も
知
っ
て
、
人
間
性
も
磨
い
て
ほ
し
い
。

な
ぜ
な
ら
、『
先
生
』
と
い
う
字
は
『
先
に

生
き
る
』
と
書
く
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
発
育
の
著
し
い
大

切
な
時
期
を
任
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
」

と
、
先
生
方
へ
も
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。

「
自
分
は
自
分
」
だ
と
い
う
も
の
を
見
付
け
る
子
に
。

先
生
方
は
「
先
に
生
き
る
」
人
間
性
を
磨
い
て
。

左：高校野球十勝支部予選などの解説者も務める佐藤さん。

有限会社HS-WORLD
ベースボールショップ　年中野球
問い合わせ先
◆　電話　　0155-32-4828
◆　ＨＰ　　https://www.hs-world.jp/

上：HSW ブランドのグローブとボール。
下：ベースボールスクールの中学生。
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つ
い
て
の
概
要
や
、
学
校
現
場
に
お
け
る
必
要
な
配
慮
や
支

援
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
今
夏
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「
多
様
性
と
調
和
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
多
様
性
」
に
関
わ
っ
て
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
や
書
籍
等

で
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
性
的

指
向
（
誰
を
好
き
に
な
る
か
）
や
性
自
認
（
自
分
の
性
別
を

ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
）
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
意
味

す
る
英
単
語
の
頭
文
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
加
え
て
、
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し

い
説
明
に
つ
い
て
は
、下
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

性
的
指
向
と
性
自
認
は
多
種
多
様
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
紹
介
し
き
れ
な
い
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
表
す
も
の
と

し
て
、「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
）」
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
は
、
性
的
指
向
（Sexual O

rientation

）
と
性
自
認

（G
ender Identity

）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
は
誰
し
も
が
も
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
そ
れ
以
外
を
分
け
ず
に
性
の
在
り
方
を

理
解
す
る
用
語
で
す
。

　
今
回
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

特　集
性の多様性　LGBTQ＋
～多様な性の在り方について考える～

ＬＧＢＴＱ＋の概要  P. 　４・　５
国や文部科学省における性的マイノリティへの取組  P. 　６・　７
性の多様性に悩む子どもたちを取り巻く生きづらさ  P. 　８～１１
性的マイノリティに関わる授業実践・おわりに  P. １２・１３

◆�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
概
要

Ｌ Lesbian レズビアン 女性が恋愛対象になる女性（性的指向）

Ｇ Gay ゲイ 男性が恋愛対象になる男性（性的指向）

Ｂ Bisexual バイセクシュアル 男女両方が恋愛対象になる人（性的指向）

Ｔ Transgender トランスジェンダー 出生時の性別と違う性別で生きる人（性自認）

Ｑ
Queer
Questioning

クィアー
クエスチョニング

性的少数者全てを包括する用語
性的指向や性自認が決まってない人

＋ Plus プラス

ＬＧＢＴに含まれない様々な性的少数者
例１） Ａセクシュアル→性的欲求や恋愛感情をも

たない人
例２） ノンセクシュアル→恋愛感情はあるが性的

欲求はない人

LGBTQ ＋について
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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
に
対
応
し
た
法
整
備
が
進
ん
で

い
る
国
や
地
域
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
は
同
性
婚
で
す
。
２
０
０
１
年
４
月
の
オ

ラ
ン
ダ
が
世
界
初
で
、
２
０
２
０
年
時
点
で
29
の
国
や
地
域

に
上
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
５
月
に
は
、
ア
ジ
ア
初
の

同
性
婚
法
を
台
湾
が
施
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
７
か
国

首
脳
会
議（
Ｇ
７
）参
加
国
の
中
で
、国
レ
ベ
ル
の
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
の
法
的
保
障
が
な
い
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
同
性
愛
に
対
し
て
刑
罰
を
科
し
、
最
高
刑

を
死
刑
と
し
て
い
る
国
が
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
な
ど
に
12
か

国
あ
る
の
も
現
状
で
す
。

　
法
整
備
が
進
ん
で
い
る
国
々
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
へ
の
対
応
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、
同
性
婚
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
２
０
１
８
年
、
北
海
道
在
住
者
を
含
む
全
国
13
組

の
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
、
日
本
初
と
な
る
同
性
婚
訴
訟
の
原
告

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
係
争
中
で
す
。

　
一
方
、
札
幌
市
な
ど
全
国
１
１
０
の
自
治
体
で
は
、
婚
姻

に
準
じ
る
関
係
を
認
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。
し
か
し
、
法
律
婚
と
は

異
な
り
、
受
け
ら
れ
る
権
利
や
保
障
に
は
制
限
が
あ
る
と
い

う
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
人
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
２
０
１
６
年
に
、
日
本
全
国
の
20
〜
59
歳
の
10
万
人
を
対

象
に
し
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
意
識
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
調
査
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る
人

は
約
８
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
を
20

〜
69
歳
の
42
万
人
に
広
げ
て
実
施
し
た
、
２
０
１
９
年
の
最

新
の
調
査
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る
人
は
約

10
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
統
計
上
で
は
、
30
人
在
籍
の
学
級
に
お
い
て
、
約
２
〜
３

人
の
子
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇�
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る

人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
？

◇�

日
本
で
は
同
性
婚
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
組
を
？

◇�

世
界
で
は
同
性
婚
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
組
を
？

渋谷区・虹色ダイバーシティ全国パートナー
シップ制度共同調査（NIJI BRIDGE HP）

性的マイノリティ 割合（％）

レズビアン　　　　（L） １．７０

ゲイ　　　　　　　（G） １．９４

バイセクシュアル　（B） １．７４

トランスジェンダー（T） ０．４７

Ａセクシュアル ０．７３

その他 １．４０

性的マイノリティ　　計 ７．９８

同性婚が法的に規定されている主な国や地域
（２９の国と地域）
オランダ、イギリス、フランス、アメリカ、
カナダ、ドイツ、オーストラリア、
南アフリカ共和国、台湾　など
同性婚が犯罪とされ最高刑が死刑の国

（１２か国）
イラン、アラブ首長国連邦、アフガニスタ
ン、パキスタン、サウジアラビア、ソマリア、
モーリタニア、スーダン　など

ＬＧＢＴに関する意識調査
（博報堂ＤＹホールディングスＬＧＢＴ総合研究所　2016 年）

NIJI BRIDGE HP「性的指向に関する世界地図」
を基に作成
※　 更に詳しく知りたい方は、左のＱＲコード

をお読み取りください。
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こ
の
調
査
は
、
学
校
で
の
性
同
一
性
障
害
へ
の
対
応
に
関

す
る
現
状
把
握
を
行
い
、
全
体
的
な
状
況
や
配
慮
の
具
体
的

内
容
な
ど
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
情
報
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
４
月
〜
12
月
に
全
国
の
小
・

中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
６
０
６
件
の
報
告
が
あ
り
、
服
装
、
ト
イ
レ
、

宿
泊
研
修
等
に
関
し
特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　
ま
た
、
約
20
％
の
子
ど
も
は
、
他
の
子
ど
も
た
ち
に
知
ら

せ
た
上
で
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
一
方
、
約
60
％
の
子

ど
も
は
基
本
的
に
他
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
は
知
ら
せ

て
い
な
い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
や
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
０
２
年
の
法
務
省
の
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る

基
本
計
画
」に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、

性
的
指
向
と
性
自
認
に
関
連
す
る
国
の
動
き
と
し
て
は
最
初

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
に
関
係
す
る
動
き
と
し
て
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、

２
０
１
５
年
の
文
部
科
学
省
通
知
「
性
同
一
性
障
害
に
係
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い

て
」
で
し
た
。
こ
の
通
知
以
降
、
多
く
の
教
育
委
員
会
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
職
員
へ
の
研
修
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
年
の
２
０
１
６
年
に
は
、「
性
同
一
性
障
害
や

性
的
指
向
・
性
自
認
に
係
る
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細

か
な
対
応
等
の
実
施
に
つ
い
て
（
教
員
向
け
）」
と
い
う
カ

ラ
ー
刷
り
の
周
知
資
料
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、２
０
１
７
年
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法　
『
い

じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
』」
が
改
正
さ
れ
、

こ
こ
で
も
性
的
指
向
と
性
自
認
の
多
様
性
が
言
及
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
つ
ま
り
、２
０
１
５
年
か
ら
３
年
連
続
で
文
部
科
学
省
は
、

性
的
指
向
と
性
自
認
に
つ
い
て
の
公
文
書
を
出
し
て
、
教
職

員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

◆�

国
や
文
部
科
学
省
に
お
け
る
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
取
組

◇�

学
校
に
お
け
る
性
同
一
性
障
害
に

係
る
対
応
に
関
す
る
状
況
調
査

特別な配慮の状況
（小中高等学校全体）

0 25 50

制服（服装有）

服装（制服無）

髪型

学用品

更衣室

トイレ

呼称の工夫

授業（体育又は保健体育）

水泳

授業（体育又は保健体育）以外

運動部での活動

宿泊研修（修学旅行含む）

他の児童生徒への説明

保護者・PTAへの説明

その他

31.3 

11.4 

11.9 

4.8 

35.3 

41.4 

19.6 

19.4 

20.7 

7.7 

3.4 

27.9 

17.0 

5.6 

17.0 

31.3 

11.4 

11.9 

4.8 

35.3 

41.4 

19.6 

19.4 

20.7 

7.7 

3.4 

27.9 

17.0 

5.6 

17.0 （％）（％）

性
的
指
向
と
性
自
認
に

　
　
関
連
す
る
国
の
主
な
動
き

２
０
０
２
年　
法
務
省

　
　
　
　
　
　
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」

２
０
０
３
年　
法
務
省

　
　
　
　
　
　

 「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の

特
例
に
関
す
る
法
律
」

２
０
０
８
年　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　

 「
人
権
教
育
の
指
導
方
法
等
の
在
り
方
に

つ
い
て
」

２
０
０
９
年　
法
務
省

　
　
　
　
　
　
「
啓
発
活
動
年
間
強
調
事
項
」

２
０
１
０
年　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　

 「
児
童
生
徒
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
の

教
育
相
談
の
徹
底
に
つ
い
て
」

２
０
１
０
年　
内
閣
府

　
　
　
　
　
　
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
本
部
」

２
０
１
２
年　
内
閣
府

　
　
　
　
　
　
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
改
正

２
０
１
４
年　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　

�「
学
校
に
お
け
る
性
同
一
性
障
害
に
係
る

対
応
に
関
す
る
状
況
調
査
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
※　
調
査
は
２
０
１
３
年
に
実
施

6



　
２
０
１
５
年
の
こ
の
通
知
で
は
、
性
同
一
性
障
害
に
係
る

児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
き
め
細
か
な
対
応
の
具
体
的
な
配
慮

事
項
等
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。
ま
た
、

悩
み
や
不
安
を
受
け
止
め
る
必
要
性
は
、
性
同
一
性
障
害
に

係
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子

ど
も
た
ち
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
性
同
一
性
障
害
に
係
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
の
特

有
の
支
援
や
、
性
同
一
性
障
害
に
係
る
子
ど
も
や
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
体
制
等
の
充

実
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
教
職
員
向
け
の
周
知
資

料
で
は
、
全
９
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
今
ま
で
の
取
組
な
ど
５

点
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◇�

性
同
一
性
障
害
や
性
的
指
向
・
性
自
認
に

係
る
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
か
な

対
応
等
の
実
施
に
つ
い
て（
教
職
員
向
け
）

◇�

性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
の
実
施

等
に
つ
い
て

１　
用
語
に
つ
い
て

２　
性
同
一
性
障
害
に
係
る
取
組
の
経
緯

３　

 

学
校
に
お
け
る
性
同
一
性
障
害
に
係
る
対
応
に
関

す
る
現
状

４　

 「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
き

め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い
て
」

５　

 「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
き

め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い
て
」
等
に
係
る

Ｑ
＆
Ａ

項　目 学校における支援の事例

服装 自認する性別の服装・衣服や、体操着の着用
を認める。

髪型 標準より長い髪形を一定の範囲で認める（戸
籍上男性）。

更衣室 保健室・多目的トイレ等の利用を認める。

トイレ 職員トイレ・多目的トイレの利用を認める。

呼称の工夫
校内文書（通知表を含む）を児童生徒が希望
する呼称で記す。
自認する性別として名簿上扱う。

授業 体育又は保健体育において別メニューを設定する。

水泳 上半身が隠れる水着の着用を認める（戸籍上男性）。
補習として別日に実施、又はレポート提出で代替する。

運動部の活動 自認する性別に係る活動への参加を認める。

修学旅行等 １人部屋の使用を認める。入浴時間をずらす。

文部科学省ＨＰ
人権教育「その他」に
関する参考資料

２
０
１
５
年　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　

�「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対

す
る
き
め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ

い
て
」

２
０
１
５
年　
内
閣
府　

　
　
　
　
　
　
「
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

２
０
１
６
年　
文
部
科
学
省　

　
　
　
　
　
　

�「
性
同
一
性
障
害
や
性
的
指
向
・
性
自
認

に
係
る
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細

か
な
対
応
等
の
実
施
に
つ
い
て
（
教
職

員
向
け
）」

２
０
１
７
年　
厚
生
労
働
省

　
　
　
　
　
　
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
改
正

２
０
１
７
年　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　

 「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法　
い
じ
め
の

防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
改
正

２
０
１
７
年　
厚
生
労
働
省

　
　
　
　
　
　

 「
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

『
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
』
の
子
ど
も
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
対
応
の
実
施
等
に

つ
い
て
」

※　
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構

　

 「
学
校
で
配
慮
と
支
援
が
必
要
なLG

BTs

の
子
ど
も

た
ち
」
校
内
研
修
シ
リ
ー
ズ 

№
87
を
基
に
作
成
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性 の 多 様 性 に 悩 む 子 ど も たちを取り巻く生きづらさ
約６割が言葉によるいじめや「Ｓ

ソ ジ

ＯＧＩハラ」を経験

ねぇねぇ、ちょっと聞い
てよ！○○と■■が男同
士で手をつないで歩いて
いたのを見ちゃった！キ
モいよね！今の話、内緒
だよ。

マジ！？〇〇はしゃべり
方が女っぽいし、■■は
ピンクのものが好きだし
変だよな。あいつら、学
校でもいつも一緒にいる
し、ホモだな！

・ＭＴＦとは
　 出生時は男性であるが、

女性として生きる人

・ＦＴＭとは
　 出生時が女性であるが、

男性として生きる人

・ＭＴXとは
　 出生時は男性であるが、

性自認がＸジェンダーの人

・ＦＴＸとは
　 出生時は女性であるが、

性自認がXジェンダーの人

※ Ｘジェンダーとは、男女
のどちらにも当てはまら
ないと感じる広義のトラ
ンスジェンダーの人

こんなケースを見たり聞いたり経験したりしたこと、ありませんか？

性的指向・性自認に基づく差別・いじめ発言

女の子なんだから、ボタン付けぐらいは、
自分でできて当たり前じゃないの。

性別の価値観を押し付ける発言

テレビに出ていたあの▲▲というオネエタ
レントは、本当に気持ち悪いオカマだなぁ。

性的マイノリティへの差別発言

あら、△△さん！彼氏（彼女）はいるの？
いいお年頃だけど、結婚はまだなのかしら？

異性愛前提の発言

ＬＧＢＴ当事者の意識調査～いじめ問題と職場環境等の課題～（宝塚大学看護学部日高庸晴研究室　2016年）

※　「ＳＯＧＩハラ」とは、性的指向や性自認に対するいじめや嫌がらせのこと

言葉によるいじめの経験

14.6 

67.0 

54.9 

16.7 

76.9 

71.9 

73.4 

42.2 

62.0 

63.8 

14.6 

67.0 

54.9 

16.7 

76.9 

71.9 

73.4 

42.2 

62.0 

63.8 
0 50 100

（％）

レ ズ ビ ア ン 女 性   （178人）

ゲ イ 男 性（5,763人）

バイセクシュアル男性   （844人）

バイセクシュアル女性   （120人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｆ   （121人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｍ     （57人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｘ   （729人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｘ   （180人）

そ　　　の　　　他   （772人）

合　　　　　　　 計（8,764人）

※　「ホモ」「オカマ」等は差別的表現です
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性 の 多 様 性 に 悩 む 子 ど も たちを取り巻く生きづらさ
「いじめ・不登校・自傷行為・自殺」が高い傾向に

いじめ被害・不登校・自傷行為・自殺念慮・自殺未遂については、生涯経験率です。それぞれ、下記の調査結果を基にしています。
※１　LGBT 当事者の意識調査～いじめ問題と職場環境等の課題～（宝塚大学看護学部日高庸晴研究室　2016 年）
※２　ゲイ・バイセクシュアル男性の健康レポート 2　有効回答数 5,731 人（日高庸晴、木村博和、市川誠一　2007 年）
　　　厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究推進事業

自傷行為については、１０代のレズビアン、バイセクシュアル、トランスジェンダーが４０％以上の経
験ありとの高い数値を示しています。
数字では低いように感じるかもしれませんが、１０代男性全体の自傷行為率は都市圏の中高生で７．
５％なのに対し、ゲイやバイセクシュアル男性はその２倍の約１５％。

性的マイノリティの子どもの不登校の割合は２０～５０％台。文部科学省の令和元年度の調査
では、全国の小・中・高等学校における不登校の子どもの割合は約１．８％。性的マイノリティの子の
不登校率は、とても高いです。不登校の原因に性的指向と性自認が絡んでいるかもしれないという意識
を高め、日々の言動についても見直していくことが必要ですね。

性的マイノリティの子のいじめ被害は、すごく多いんですね。１０代では、トランスジェンダー（MTF・
FTM）の子の被害が特に深刻ですね。また、表には記載されていませんが、性的マイノリティの
５８％にあたる子どもが「小中高等学校のいずれかでいじめにあっている」ということが明らかとなっ
たそうです（※１の調査による）。性的マイノリティの子どもの過半数がいじめ被害にあっているなん
て…。

レズビアン
372人

ゲイ
9,849人

バイセクシュアル
男性

1,585人

バイセクシュアル
女性

219人
ＭＴＦ
178人

ＦＴＭ
98人

いじめ被害
※１

47.8%
（10代  34.8％）

58.5%
（10代  49.1％）

53.2%
（10代  45.8％）

54.8%
（10代  42.1％）

68.0%
（10代  85.7％）

58.2%
（10代  58.3％）

不登校
※１

23.4%
（10代  30.4％）

19.6%
（10代  28.8％）

17.1%
（10代  24.6％）

26.9%
（10代  31.6％）

33.1%
（10代  57.1％）

34.7%
（10代  58.3％）

自傷行為
※１

23.1%
（10代  47.8％）

8.6%
（10代  16.9％）

8.1%
（10代  15.3％）

24.2%
（10代  42.1％）

15.2%
（10代  42.9％）

33.7%
（10代  50.0％）

自殺念慮
※２

65.9%
（10代  64.7％）

自殺未遂
※２

14.0%
（10代  16.2％）

また、ゲイやバイセクシュアル男性の６０～７０％は自殺を考えたことがあり、そのうちの１５％に自
殺未遂経験がありました。これは異性愛の男性に比べ、約６倍の多さだそうです（※２の調査による）。
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第２回ＬＧＢＴ当事者の意識調査～世の中の変化と、当事者の生きづらさ～（宝塚大学看護学部日高庸晴研究室　2019 年）

レ ズ ビ ア ン 女 性     （648人）

ゲ 　 イ 　 男 　 性  （5,713人）

バイセクシュアル男性     （960人）

バイセクシュアル女性     （370人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｆ     （121人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｍ     （183人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｘ     （599人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｘ     （718人）

そ　　　の　　　他  （1,457人）

合　　　　　　　 計（10,769人）

あなたがセクシャルマイノリティであることを
他人にアウティング（暴露・バラされた）ことがありますか？

（％）
0 50 100

34.9

25.5

14.4

19.5

46.3

53.6

30.1

23.5

21.0

25.1

34.9

25.5

14.4

19.5

46.3

53.6

30.1

23.5

21.0

25.1

●調査では、性的マイノリティ全体の約２５％の人がアウティングの被害経験があることが分かった。
● アウティングを多くの性的マイノリティの人が恐れていると言われる。自分をどのように受け取られるか

分からない不安に加え、差別や偏見、誤解などがバッシングやハラスメントにつながる可能性がある。
●アウティングは悪意のあるなしに関わらず、誰かを深く傷つける危険性のある行為であることに注意。

性的指向や性自認を暴露される「アウティング」
※　「アウティング」とは、本人の了解を得ずに、公にしていない性的指向や性自認等の秘密を暴露する行動のこと

３

４ ２

１

あのさ…、俺、実は男の人が恋愛
対象なんだ。ゲイなんだよね。※１

●●さん、聞いたぞ。
ゲイなんだって！？
本当か？

え、いや…。

●●さん、どうした？ ●●さん、ゲイなんだって。
（●●さんに、配慮ある言動してよ）※２

　マジ！？
（直接聞いて、確かめてみるか）

※２　アウティング

※１　カミングアウト

へぇ～っ…、●●さんそう
だったの。（言動に注意しな
いと。情報も共有しなくちゃ）

……。
困ったな。勝手に
教えたのは誰なんだよ。
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２　学校側が保護者に伝えるかは、状況を見極め慎重に

１　カミングアウトを「する・しない」は本人の意思に任せる。

ＬＧＢＴ当事者の意識調査～いじめ問題と職場環境等の課題～（宝塚大学看護学部日高庸晴研究室　2016年）

レ ズ ビ ア ン 女 性     （372人）

ゲ 　 イ 　 男 　 性  （9,849人）

バイセクシュアル男性  （1,585人）

バイセクシュアル女性     （219人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｆ     （178人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｍ       （98人）

Ｍ　　　Ｔ　　　Ｘ  （1,161人）

Ｆ　　　Ｔ　　　Ｘ     （332人）

そ　　　の　　　他  （1,270人）

合　　　　　　　計（15,064人）

親へのカミングアウト状況

（％）
0 50 100

45.4 

21.6 

9.0 

26.0 

38.8 

74.5 

23.1 

41.0 

21.3 

22.0 

45.4 

21.6 

9.0 

26.0 

38.8 

74.5 

23.1 

41.0 

21.3 

22.0 

親へのカミングアウト状況（年齢階級別）

23.523.5 24.424.4

11.311.3

23.923.9

18.218.2

22.022.0

0

10

20

30
（％）

（人）10代
（722）

20代
（5,665）

30代
（4,427）

40代
（3,275）

50歳以上
（975）

全体
（15,064）

※ 本人は「選んだ」と思っていないことが多く、
気付いたらそうなっていたという感覚である

「君の選んだ人生なら、
　　　　　精一杯応援するから！」

カミングアウトの際に言わない方がよい言葉

「有事と平時」の見極めが大切

学校や先生方があなたを配慮するには、
カミングアウトが必要だ。
みんなに打ち明けられるように
一緒に頑張ろう。

みんなにカミングアウトをしないと、
ダメですか。

私は、バイセクシュアルなんです。
親には、このことをまだ話していません。

● 親へのカミングアウト率が高いのは、トランスジェ
ンダー（ＦＴＭやＭＴＦ）である。服装や髪型の
変化などをきっかけにカミングアウトしやすい、
カミングアウトせざるを得ない、あるいは親が気
付くということが多いと推察される。

● 親へのカミングアウト状況は全体で２２％に対し、
１０～３０歳代は２５％弱のカミングアウト表明
率である。４０代以降は、年齢が進むに連れ表明
率は低い傾向にある。

自分の性的指向や性自認の表明「カミングアウト」

「カミングアウト」に関して、学校で注意したいこと

※　「カミングアウト」とは、公にしていなかった自らの性的指向や性自認等を表明すること

（ケース１）保護者は知らない
ようだけど、学校生活での困り
感はなさそう。保護者に伝える
かは、本人の意思に任せよう。 （ケース２）それが原因で同級生から

ひどいいじめを受けているし、今の
状況では命の危険も考えられるので、
保護者にも早急に伝えなくては。
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当事者の体験談　～レズビアンの私～（要約）
　この女性は、幼少期は他の女子と同様、人形で遊ぶことが
好きだったが、小学校４年生のときに、自分が女性に関心が
あることに気付いてしまう。
　しかし、中学生のとき、母親の同性愛を否定する発言を聞き、
それまで隠してきた「女性が好きだ」という思いを捨てよう
とする。異性愛者を装い、彼氏をつくり、「ふつう」の女子と
して行動するが、「ふつう」になろうとすればするほど、憂鬱
で悲しい思いを抱えてしまう。その後、他県の高校に進学し
たのをきっかけに、「ふつう」の女子をやめることを決意。な
かなか自分の考えを受け入れられずつらい思いもしたが、理
解してくれる人もいた。その人たちの存在が、今の自分にとっ
て大きな支えとなっている。

○ タレント、お笑い芸人、3 人組音楽グループの写真を
提示。近くの人と話し合い、５人の共通点を考える。

○ ５人が性的マイノリティのＬＧＢＴに当てはまる人で
あることを確認する。

○ＬＧＢＴという言葉の意味について確認する。
○ 性的マイノリティの人の割合について、日本の四大名

字の佐藤・田中・鈴木・高橋と比較しながら確認する。
　・日本の四大名字の割合　　　　およそ２０人に１人
　・性的マイノリティの人の割合　およそ１２人に 1 人

○ 「ふつう」が原因で苦しさを生む
発言を近くの人と考え、発表する。

○ この女性が何に苦しんでいたのか
をワークシートに書き、発表する。

○ 「もし、この女性がこの学校にい
たら、自分はどうしたいか」をワー
クシートに書き、グループで交流
し、全体で共有する。

○この話を読んで感じたことを発表する。
○ 授業の冒頭で紹介した 5 人が、この話を読んだら

どのように感じると思うか、ワークシートに記入
する。

○グループで、それぞれの考えを交流する。
○グループで交流したことを全体で共有する。

性的マイノリティに関わる授業実践

５　学習の振り返りを書く

池田さゆり池田さゆり
（大樹町立大樹中学校  養護教諭）（大樹町立大樹中学校  養護教諭）

１　５人の芸能人の共通点を考える

２　ＬＧＢＴの意味と、その割合を確認

４　レズビアンの体験談を読み、「ふつう」とは何かを考える

３　異性愛前提の話をどう思うか考える

中学校第２学年　特別の教科　道徳　内容項目Ｂ―⑼
「相互理解、寛容」

授業で使用したワークシート

異性愛前提の話（要約）
　中学生になれば、好きな異性や意識してし
まう異性ができるのは不思議ではない。自然
なことであり、大切にしなければならない。
　それを生きるエネルギーにできたらいい
が、二人だけの関係ばかりだと人間としての
幅を狭めることにもなりかねない。
　男女交際の在り方を考えてみよう。
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前
ペ
ー
ジ
で
は
、
大
樹
中
学
校
養
護
教
諭
の
池
田
さ
ゆ
り

先
生
の
ご
実
践
を
紹
介
し
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
授
業
等
で
教
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
ま
だ
身
近
に
実
践
例
が
少
な
い
の
で
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
授
業
実
践
を
い
ざ
行
お
う
と
す
る

と
、「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」「
何
を
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
と

い
う
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
次
の
よ
う
な
身
近
な
事
例
か
ら
、
実
践

　

今
回
は
、「
性
の
多
様
性
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、

特
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を
中
心
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
ま
す
ま
す
「
多
様
性
」
が
尊
重
さ

れ
る
べ
き
社
会
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

十
勝
管
内
で
も
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子
ど
も
の
着
用
す
る

制
服
に
つ
い
て
、
特
別
な
配
慮
を
し
て
い
る
中
学
校
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
校
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

更
に
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
左
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、
３
人
の
男
子
が
帰
り
道
に
好

き
な
子
を
教
え
合
う
と
い
う
よ
く
あ
る
シ
ー
ン
で
す
。
好
き

な
女
子
の
名
前
を
言
っ
た
テ
ツ
マ
に
対
し
、
タ
カ
ト
が
男
子

の
名
前
を
言
い
ま
す
。
驚
く
ナ
オ
キ
、
そ
の
横
の
テ
ツ
マ
の

吹
き
出
し
は
空
欄
で
す
。
そ
の
空
欄
に
予
想
さ
れ
る
答
え
を

書
い
て
意
見
を
交
流
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
多
様
性
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
授
業
展
開
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
実
施
す
る
教
科
等
に
つ
い
て
も
、「
保
健
（
保
健
体
育
）

「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
や
「
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）」「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
、
目
的
に
よ
っ
て
多
様
な
学
び

が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◇�
ま
ず
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
身
近

な
事
例
か
ら
学
ぶ

◆�

お
わ
り
に

『マンガワークシートで学ぶ多様な性と生　ジェン
ダー・ＬＧＢＴＱ・家族・自分について考える』
2019年　子どもの未来社　渡辺大輔著　５５ページ

13



え
る
こ
と
で
、当
日
の
授
業
で
使
う
資
料（
例

え
ば
、
板
書
で
使
い
た
い
表
な
ど
）
の
準
備

を
事
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
板
書
時
間
を
削
減
し
子
ど
も
が

ノ
ー
ト
に
写
す
時
間
を
十
分
に
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
板
書
の
内
容
を

虫
食
い
問
題
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
た
だ

単
に
板
書
を
写
す
作
業
か
ら
知
識
の
定
着
を

ね
ら
っ
た
学
習
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
黒
板
と
違
い
白
地
に
板
書
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
ノ
ー
ト
に
記
入
す
る
よ
う
な

色
使
い
で
板
書
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
黒
板
に
書
く
よ
り

も
直
感
的
な
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
実
験
結
果
の
記
録

　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
カ
メ
ラ
機
能
を
利
用
し
て
実

験
・
観
察
の
記
録
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
実
験
・
観
察
す
る
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
写
真
に
撮
っ
た
記
録
は

個
人
の
結
果
の
振
り
返
り
以
外
に
も
、
他
者

の
記
録
と
の
比
較
を
い
つ
で
も
行
う
使
い
方

も
で
き
ま
す
。

　
他
に
は
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
機
能
（
長
時
間
撮

影
さ
れ
た
も
の
を
短
い
動
画
に
し
て
再
生
す

る
機
能
）
も
、
理
科
で
は
有
効
的
に
使
え
ま

す
。
例
え
ば
、
一
日
を
通
し
た
太
陽
の
動
き

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
理
由

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
授
業
で
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て

最
初
に
考
え
た
の
が
、
教
材
研
究
や
事
務
処

理
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
し
た
。
業
務
管

理
や
情
報
整
理
な
ど
使
え
る
用
途
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
授
業
に
焦
点
を
当
て
ま

す
。私
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ア
プ
リ
で
も
代
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
実
践
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■�

理
科
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
私
が
理
科
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
場

面
は
大
き
く
分
け
て
、
⑴
授
業
の
板
書
、
⑵

実
験
結
果
の
記
録
、
⑶
実
験
の
ま
と
め
の
３

つ
の
場
面
で
す
。

⑴　
授
業
の
板
書

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
一
番
活
用
し
て
い
る
場
面
が

授
業
の
板
書
で
す
。
こ
こ
で
は
主
にG

ood 
N

ote5

と
い
う
ノ
ー
ト
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

板
書
を
し
て
い
ま
す
。W

indows

で
使
う

と
す
る
と
、O

neN
ote

な
ど
で
も
代
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
板
書
を
こ
の
よ
う
な
ノ
ー
ト
ア
プ
リ
に
代

■
は
じ
め
に

　
２
年
前
か
ら
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
授
業
を

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
で
す
が
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取

り
組
む
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
教
職
に
就
き
10

年
に
も
満
た
な
い
私
で
す
が
、
学
ん
で
き
た

こ
と
、
実
践
し
た
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

浦幌町立上浦幌中学校
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
、

子
ど
も
が
主
体
的
に
取
り
組
む
授
業
が
で
き
る
。

わたしの
授業実践
～主体的に考え取り組む

理科授業～
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を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
置
き
換
え
る
べ
き
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
学
習
の
基
本
は
子
ど
も
が
実
際
に
体

験
し
、
感
じ
取
る
機
会
を
大
切
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
や
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
は
体
験
し
に
く
い
事
柄
も
あ

る
の
で
、
そ
の
補
助
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
有
効

に
活
用
す
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
理
科
で
学
ぶ
現
象
は
、
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な

不
思
議
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
関
わ
り
、

そ
の
現
象
に
つ
い
て
思
考
し
よ
う
と
す
る
態

度
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
体

験
や
経
験
を
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
平
等
に

さ
せ
て
あ
げ
る
た
め
に
、
今
後
発
展
し
て
い

く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
駆
使
し
、
子
ど
も
た
ち
に

あ
っ
た
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
不

正
解
を
恐
れ
る
気
持
ち
よ
り
も
、
新
し
い
こ

と
を
発
見
す
る
楽
し
さ
や
、
自
分
の
考
え
を

伝
え
る
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

⑵　
正
し
い
知
識
で
正
し
く
恐
れ
る

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
の
上

で
正
し
く
恐
れ
対
応
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
験
や
観
察
の
た
び
に
子
ど
も
に
伝
え
て
い

ま
す
。

⑶　
生
命
に
つ
い
て
考
え
る

　
特
に
生
命
の
単
元
で
、
生
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
の
大
切
さ
を
子
ど
も
に
伝
え
て
い
ま

す
。
２
年
生
で
は
ヒ
ト
の
感
覚
器
官
の
つ
く

り
を
、
ブ
タ
の
目
の
解
剖
な
ど
を
行
い
な
が

ら
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
一
つ
の

命
の
お
か
げ
で
学
習
で
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
生
命
尊
重
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
真

摯
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
必
ず
伝

え
て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　
今
回
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
践
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
教
材
の
全
て

た
り
、G

oogle Jam
board

な
ど
の
ク
ラ
ウ

ド
上
で
共
有
で
き
る
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と

で
、
子
ど
も
の
考
え
を
共
有
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
験
の
ま
と
め
を
視
覚
的

に
行
う
こ
と
で
、
学
習
内
容
が
学
級
全
員
で

共
有
さ
れ
、
考
え
の
違
い
も
比
較
し
や
す
く

な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
に
主

体
的
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
こ
れ
ま
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
の
取
組

を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
私
が
理
科

の
授
業
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

⑴　
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

　

理
科
の
実
験
で
は
、
子
ど
も
に
よ
っ
て

様
々
な
考
え
方
や
受
け
取
り
方
、
感
じ
方
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
指
示
薬
（
フ
ェ

ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
や
Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
な

ど
）
の
色
は
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
感
じ
方
が

違
い
ま
す
。
正
し
い
色
の
表
現
は
あ
る
の
で

す
が
、
私
は
あ
え
て
授
業
で
は
「
自
分
の
感

じ
た
よ
う
に
表
現
し
て
よ
い
」
と
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
正
し
い
こ
と

の
撮
影
を
し
た
り
、
し
お
れ
た
植
物
に
水
を

あ
げ
る
と
葉
に
張
り
が
出
て
い
く
様
子
を
観

察
し
た
り
す
る
な
ど
、
１
時
間
で
は
観
察
で

き
な
い
こ
と
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
っ
て
記
録
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体

的
に
実
験
に
取
り
組
ん
だ
り
、
実
験
の
結
果

の
考
察
に
つ
い
て
も
、
根
拠
を
も
っ
て
考
え

表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑶　
実
験
の
ま
と
め

　
実
験
の
ま
と
め
で
は
、
子
ど
も
が
撮
影
し

た
画
像
を
一
覧
で
表
示
し
て
結
果
を
比
較
し

全
て
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
置
き
換
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

体
験
し
に
く
い
事
柄
の
補
助
と
し
て
有
効
に
活
用
す
べ
き
。



て
い
き
ま
す
。

⑵　
日
常
生
活
の
中
で「
問
い
」を
一
緒
に
考
え
る

　
授
業
に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
の
「
問
い
」

を
大
切
に
し
て
い
る
と
、
日
常
生
活
で
も
自

分
の
「
問
い
」
を
大
切
に
す
る
子
が
増
え
て

い
き
ま
す
。
自
分
な
り
の
引
っ
掛
か
り
が
増

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
「
こ
う
し
て

み
よ
う
」「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
挑
戦

を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
姿
は
授
業
の
み
な
ら
ず
、
係
活
動

や
児
童
会
、
実
行
委
員
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
自
分
事
と
し
て
探
究
的
に
生
き
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
は
、
初
任
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
の
コ
ー
チ
も
し
て
い
ま
す
。
指
導
を
始

め
た
頃
は
、「
こ
こ
は
シ
ュ
ー
ト
だ
ろ
！
」「
そ

こ
で
パ
ス
だ
！
」
な
ど
と
自
分
の
考
え
ば
か

り
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
指
導
を
し
て

い
る
と
、
積
極
的
な
プ
レ
ー
が
な
く
な
る
ば

か
り
か
、
ピ
ッ
チ
上
の
子
ど
も
た
ち
は
誰
も

話
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　
現
在
は
そ
の
経
験
を
学
級
経
営
に
も
生
か

し
、
子
ど
も
た
ち
が
相
談
を
し
て
き
た
と
き

に
は
、
自
分
の
意
見
や
考
え
は
極
力
伝
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
問

■
は
じ
め
に

　

教
師
と
し
て
願
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち

の
「
一
時
の
幸
せ
で
は
な
く
、
一
生
の
幸

せ
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
人
生
の
全
て
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
、
将
来
の
こ
と
も
考
え
た
上
で
、
学
級

で
共
に
過
ご
す
と
き
に
で
き
る
こ
と
や
、
付

け
た
い
力
を
明
確
に
し
た
学
級
経
営
を
心
掛

け
て
き
ま
し
た
。
拙
い
実
践
で
は
あ
り
ま
す

が
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
自
分
で
考
え
る
基
礎
づ
く
り

⑴　
授
業
の
中
で「
問
い
」を
一
緒
に
考
え
る

　
一
日
の
大
半
が
授
業
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の

教
科
に
お
い
て
も
教
師
の
言
う
と
お
り
に
学

習
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
た

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
学
ん

で
い
け
る
よ
う
な
学
習
環
境
を
意
識
し
て
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
大
切
に
し
て

い
る
の
が
、授
業
中
の
「
問
い
」
で
す
。「
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」「
考
え
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
思
い
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
素
直
に

表
出
さ
れ
る
授
業
は
、
主
体
的
に
活
動
す
る

場
面
が
多
く
な
り
、
深
い
学
び
に
つ
な
が
っ

わたしの
学級経営

～子どもたち一人一人が
　成長できる学級を目指して～
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「
問
い
」
を
大
切
に
し
て
、
探
究
的
に
生
き
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
。

い
掛
け
、
そ
れ
に
対
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
考
え
、
答
え
を
見
出
し
て
い
く
コ
ー
チ
ン

グ
の
考
え
を
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
に
生

か
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
う
ま
く

い
っ
て
な
い
と
き
に
こ
う
す
れ
ば
い
い
と
教

え
る
の
は
簡
単
で
す
。
た
だ
、
い
つ
も
教
師

が
解
決
方
法
を
与
え
て
ば
か
り
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
新
し
い
答
え
を
見
付
け
て
い
く
こ

と
を
支
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
最



変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は
学
級
目

標
を
決
め
る
、
個
人
の
目
標
を
決
め
る
な
ど

教
師
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
提
案
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
内
容
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
教
師
側
か
ら
必
要
な
こ
と
と
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
「
で
き
る

こ
と
」と
捉
え
て
い
れ
ば
、自
分
た
ち
で「
や

り
た
い
こ
と
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
や
り
た
い
こ
と
」
が
見
付
か
り
、
そ
れ
が

形
と
な
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
時
、
初
め
て

「
こ
ん
な
こ
と
も
自
分
た
ち
で
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま

す
。
そ
の
意
識
は
高
学
年
ま
で
に
育
て
た
い

こ
と
の
一
つ
で
し
ょ
う
。「
や
り
た
い
こ
と
」

が
言
え
る
よ
う
に
な
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
は
、
一
つ
一
つ
の
意
見
を
単
に
聞
い
て
終

わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
自
分
た
ち

で
考
え
た
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
思
っ
て
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
が
実
現
す
る
と
い
う
経
験

が
あ
れ
ば
、
や
り
た
い
こ
と
を
言
っ
て
み
た

ら
、
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

経
験
が
今
後
の
成
長
の
糧
と
な
っ
て
い
く
と

考
え
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　
私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
保
護
者
と

一
緒
に
な
っ
て
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
存
在
で

あ
り
た
い
と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
目
に
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
変

化
を
成
長
と
し
て
捉
え
る
日
々
の
観
察
力
が

必
要
で
す
。「
前
よ
り
整
理
整
頓
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ね
」「
次
に
何
を
す
る
か
考

え
て
行
動
し
て
い
た
ね
」
と
そ
の
子
が
変
化

し
た
こ
と
を
「
認
め
る
」
こ
と
で
、
一
日
の

活
力
と
な
り
、小
さ
な「
幸
せ
」に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
学
級
経
営
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

識
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
課

題
を
見
付
け
、
そ
の
解
決
方
法
を
自
分
で
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
自
分
で

考
え
る
か
ら
こ
そ
、
バ
ト
ン
パ
ス
の
練
習
だ

け
で
は
な
く
、
バ
ト
ン
パ
ス
の
こ
つ
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
調
べ
た
り
、
動
画
機
能
を

使
っ
て
何
度
も
見
直
し
た
り
す
る
子
ど
も
が

現
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る
他
の
子
ど

も
た
ち
も
、
よ
い
意
味
で
ま
ね
を
し
よ
う
と

し
ま
す
。
教
師
は
見
守
る
だ
け
で
子
ど
も
た

ち
は
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

■「
や
り
た
い
こ
と
」が
成
長
に
つ
な
が
る

　
学
級
で
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
話
し
て
み

よ
う
と
投
げ
掛
け
て
も
、
目
が
点
に
な
る
子

が
多
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
や

り
た
い
こ
と
」
を
実
現
さ
せ
て
き
た
経
験
に

差
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
教
師
の
言
う
と

お
り
に
し
て
き
た
経
験
の
方
が
多
い
子
が
い

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
で
き
る
こ
と
」
を

考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自

分
た
ち
で
係
活
動
や
掃
除
当
番
の
仕
事
を
決

め
る
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
「
で
き
る
こ
と
」
を

考
え
ら
れ
る
と
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に

近
で
は
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し

た
。

Ｃ
：�

先
生
、
バ
ト
ン
パ
ス
が
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。

Ｔ
：
そ
う
だ
ね
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
。

Ｃ
：
時
間
が
あ
る
時
に
練
習
し
ま
す
。

Ｔ
：�

い
い
け
ど
、
み
ん
な
は
ど
ん
な
気
持
ち

か
な
。

Ｃ
：�

朝
の
会
で
、
み
ん
な
に
聞
い
て
い
い
で

す
か
。

Ｔ
：�

他
の
リ
レ
ー
実
行
委
員
に
も
話
し
て
は

ど
う
か
な
。
自
分
一
人
で
考
え
な
い
よ

う
に
ね
。

　
一
見
、
よ
く
あ
る
何
げ
な
い
会
話
で
す
。

し
か
し
、
教
師
が
コ
ー
チ
ン
グ
の
考
え
を
意

子
ど
も
た
ち
が「
や
り
た
い
こ
と
」を
自
分
で
実
現
す
る
機
会
を
設
け
、成
長
の
糧
と
す
る
。
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中札内から夢と感動のある教育を！
そして子どもたちへ

〜中札内村教育研究所の取組〜
中札内村教育研究所

島　田　　　諭所　長

⑶　
ス
タ
デ
ィ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
の
導
入

　
令
和
２
年
度
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
校
で
重
要
性
が

高
ま
っ
た
学
校
外
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
ほ

か
、
プ
リ
ン
ト
作
り
な
ど
で
生
じ
る
教
員
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
研
究

所
が
主
体
と
な
っ
て
全
小
・
中
学
校
に
「
ス

タ
デ
ィ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」
の
導
入
を
進
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
学
習
状
況
を
教

員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
括
管
理
で
き
る
教
育

支
援
シ
テ
テ
ム
で
す
。
各
単
元
の
学
習
プ
リ

ン
ト
が
約
３
万
枚
収
録
さ
れ
て
お
り
、
授
業

や
家
庭
学
習
の
課
題
と
し
て
使
っ
て
い
ま

す
。
学
習
プ
リ
ン
ト
は
、
各
単
元
の
解
説
と

ま
と
め
の
テ
ス
ト
が
あ
り
、
学
習
内
容
が
細

分
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
達
成
感
を
得
や
す

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
の
点
数

を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
と
、
グ
ラ
フ
や
表

項
目
の
理
解
を
深
め
る
と
も
に
、「
指
導
の

要
点
」
や
「
考
え
ら
れ
る
活
動
」
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
各
学
校
で
授
業
実
践
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑵　
副
読
本
「
な
か
さ
つ
な
い
」
の
作
成

　
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
社
会
科
副

読
本
「
な
か
さ
つ
な
い
」
を
令
和
元
年
度
か

ら
所
員
が
作
成
し
、
令
和
２
年
度
に
発
刊
し

ま
し
た
。
ま
た
、
副
読
本
の
原
稿
は
デ
ー
タ

化
し
、
中
札
内
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
共

有
し
た
り
、
子
ど
も
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
て
副
読
本
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
は
じ
め
に

　
中
札
内
村
教
育
研
究
所
は
、
中
札
内
村
の

今
日
的
教
育
課
題
を
受
け
、
そ
の
解
決
の
た

め
の
方
策
及
び
教
育
実
践
に
役
立
つ
資
料
の

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
関
係
機
関
、

団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
教
育
振
興
に
寄

与
す
る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
所
員
は
、
小
・
中
学
校
の
教
諭
に
加

え
、
中
札
内
高
等
養
護
学
校
の
教
頭
、
指
導

参
事
、
社
会
教
育
主
事
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
課
題

を
捉
え
、
総
合
的
な
調
査
研
究
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
近
年
の
取
組
に
つ
い
て

⑴　
道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組

　
平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
は
、
道
徳
教

育
の
充
実
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
を
推
進

し
ま
し
た
。「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
の
授

業
づ
く
り
に
お
い
て
、
教
材
分
析
・
発
問
の

精
選
を
行
う
際
に
、
各
内
容
項
目
を
確
実
に

意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
内
容
項
目

分
析
カ
ー
ド
」
を
小
・
中
学
校
別
に
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
者
は
、
内
容

社会科副読本「なかさつない」

研究所めぐり

学校種別に作成した「内容項目カード」
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〜中札内村教育研究所の取組〜

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
日
高
山
脈
の
国
立
公
園
化
が

加
速
し
て
い
く
中
で
、「
中
札
内
か
ら
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
合
言
葉
に
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
授
業
づ
く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

資
料
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
研
究
所
の
事
業
及
び
調
査
研
究
の
成
果

に
つ
い
て
は
、
今
年
で
38
年
目
と
な
る
「
中

札
内
村
の
教
育
」
に
ま
と
め
、
村
内
外
に
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
研
究
所
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
今
後
の
取
組

　
今
年
度
の
本
研
究
所
の
事
業
計
画
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
継
続
的
な
事
業
に
加
え
、
今
日

的
な
教
育
課
題
と
し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ

フ
ラ
イ
ン
の
融
合
を
図
っ
た
学
び
の
構
築
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
配
備
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学
習
場
面
で
最
大
限
に

活
用
し
て
い
け
る
よ
う
、
所
員
自
ら
が
研
鑽さ
ん

に
努
め
、
村
内
に
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
ス
タ
デ
ィ・プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」

の
検
証
や
教
育
Ａ
Ｉ
の
機
能
を
搭
載
し
た
新

学
習
ア
プ
リ
の
有
効
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査

⑸　
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携

　
本
研
究
所
で
は
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
向

け
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
連
携
し
た
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
、「
家
庭
の
ル
ー
ル
」「
あ

い
さ
つ
」「
早
寝
・
早
起
き
」「
朝
ご
は
ん
」

「
家
庭
学
習
」「
運
動
」「
読
書
活
動
」
に
つ

い
て
、
村
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
全

て
の
子
ど
も
た
ち
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
に
は
、「
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
願

い
を
込
め
て
、
村
内
の
美
し
い
景
観
を
毎
年

協
議
し
て
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

で
習
熟
度
が
可
視
化
で
き
、
教
師
が
把
握
し

や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
弱
点
の
補
強
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
所
主
催
の
活
用
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
紙
を
基
本
と
し

た
従
来
の
学
び
方
と
、
現
代
的
な
手
法
を
合

わ
せ
、
新
し
い
時
代
の
教
育
を
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

⑷　
小
中
高
連
携
講
座
の
開
催

　
本
研
究
所
で
は
、
村
内
の
小
・
中
学
校
の

教
員
と
中
札
内
高
等
養
護
学
校
の
教
員
が
共

に
学
び
合
う
機
会
と
し
て
、
合
同
で
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
星
槎
道
都
大
学
の
佐
々

木
智
城
准
教
授
を
講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
心
の

ケ
ア
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

スタディ・プラネッツ活用研修会

「ふるさとを知る」シリーズのクリアファイル

オンラインで開催した
「中札内小中高連携講座」

３８年目となる研究紀要
「中札内村の教育」
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健やかな心と体
～「食べる」って楽しいね。～

■はじめに
　毎日の給食時間に各教室を回ることが楽しみで
す。「今日の献立にどんな反応があるだろう？」
「あの子の苦手なきのこが入っているけど食べる
かな？」子どもたちが楽しく食べることを考えな
がら、毎日どこかの学級の配膳を手伝い、教室で
子どもたちの様子を見ています。栄養教諭の食に
関する指導は、教科書や時数が決められているも
のではありません。それぞれの学校や市町村で柔
軟に対応し、子どもたち
の食に関する生きる力が
身に付くように創意工夫
を行っています。

■ 給食掲示板
　献立や食材などの食に
関する情報を子どもたち
に伝えるため、児童玄関
の近くに給食掲示板を設
置しています。いろいろ
な食材や健康に関する掲
示物を作成し、養護教諭
と一緒に掲示板を一杯に
したこともありました。
季節や地域の食文化が伝
わるような掲示を目指し
ています。子どもたちが掲示板の前に集まって歓
喜の声をあげているのを見ていると、食べること
への興味・関心がこの掲示板から生まれているこ
とにうれしさを感じています。

■食に関する学習
　配置校では、食に関する学習を年間計画に沿っ
て、各学年で授業を行っています。毎日の給食時
間以外にも、子どもたちが専門的な知識及び技能
に直接触れる経験になるように、授業を進めてい
ます。また、子どもたちが自らの体や将来の健康
について関心をもち、少しでも何かを得ることの
できる時間にしたいと思っています。今年度から
は、町内の受配校においても食に関する学習を

本格的に行っています。
各学校の実態などに合わ
せて実施時期や内容を変
え、少しずつ進めていま
す。多くの子どもたちに
とって、食に関する学習
が、食の経験の一つとな
り、給食や家庭での食事
など、「食べる」ことの
楽しさを実感できるきっ
かけになるような時間を
目指しています。

■おわりに
　「食べる」ことがもっ
と 楽 し く な る よ う に 、
様々な方法で教材作りや

授業づくりについて研鑽
さん

を積んでいきたいです。
子どもたちが「おいしい」と「楽しい」をたくさ
ん経験し、食に関する生きる力を身に付け、日々
の生活の中で実践できるような指導を進めていき
たいです。

幕別町立
幕別小学校

栄養教諭

川本　祐子
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令和３年度
十勝教育研究所

令和４年２月３日（木）
１４：４０～１６：３０

日 時

会 場

協力員研究

共同研究
「深い学び」に向かう子どもを育む
研究（１/ ２年次）

～課題設定の工夫と評価の充実を通して～

子どもたちにしなやかな心を育む
研究（２/ ２年次）

～道徳科における発問と対話の工夫～

主  催　十勝教育研究所
（問合せ先 0155 − 56 − 2331）

共  催　十勝管内教育研究所連絡協議会
後  援　北海道教育庁十勝教育局
　  　　十勝管内教育委員会連絡協議会
　  　　十勝小・中校長会
　  　　帯広市校長会

オンライン開催（Zoom予定）

研究発表
大 会
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子どもの実態

・ パフォーマンス課題を評価するときに用いる
数レベル程度の評価基準表

・ 単元や内容の導入時など早い段階に提示し、
子どもと共有するもの

ルーブリック
・各教科による見方・考え方を働かせる課題
・ 習得した知識及び技能を活用したり、応用した

りする課題
・「思考・判断・表現」を評価するための課題

パフォーマンス課題

共同研究

令和３年度
十勝管内教育研究所

連絡協議会

「深い学び」に向かう子どもを育む研究
～課題設定の工夫と評価の充実を通して～

研　
究　
組　
織

グループ Ａグループ Ｂグループ

学 年・ 教 科 小学校第３学年・算数科 中学校第２学年・社会科

推 進 幹 事 竹内　允人（緑 丘 小） 佐藤　悠樹（中札内中）

推 進 副 幹 事 森岡　達昭（広 尾 小） 山田　征洋（陸 別 中）

授 業 者 伊澤　　亮（中士幌小） 松林　一彦（浦 幌 中）

共 同 研 究 員

日水　直樹（音 更 小）政野　里歩（上士幌小）
鈴木裕太郎（鹿 追 小）市原　秀樹（新 得 小）
持田　淑美（御 影 小）大草　恵輔（芽室南小）
石川　　諒（大 樹 小）大山　陽子（仙美里小）

森田　明宏（更別中央中）東　　　拓（札内東中）
村上　真輔（池 田 中）辻󠄀　真里奈（豊 頃 中）
井元　延明（足 寄 中）

本研究では、各グループ２回の授業実践を通して、研究を進めています。

ルーブリックの活用

　ねらいを具体化したパフォーマンス課題を設定し、到達目標を明確化したルーブリックを活用する
ことで「深い学び」に向かう子どもを育むことができるだろう。

研究の仮説

・見通しの共有
・学習の過程や成果の把握

・見方・考え方の具体化
・単元計画への位置付け
・適切なパフォーマンスの選択

パフォーマンス課題の設定
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協力員
研　究

令和３年度
十勝教育研究所

子どもたちにしなやかな心を育む研究
～道徳科における発問と対話の工夫～

管内の小・中学校各1校の協力を得て、協力員を委嘱し、授業実践を通した研究を進めています。

多様性に柔軟に対応できる心

・一面的から多面的・多角的な見方への発展

研究の内容２　対話する場の工夫

変化に柔軟に適応できる心

・ 道徳的価値の理解を、自分自身との関わり
の中で深める

・ 道徳的価値の理解を、自分自身との関わり
の中で深める

研究の内容１　発問の工夫

研究協力員　幕別町立札内中学校
教諭　田口　健人

研究協力員　清水町立清水小学校
教諭　梶浦　哲平

　道徳科において、道徳的価値を深める発問や、多様な見方に接する対話の場の工夫をすることで、
しなやかな心が育まれることにつながるだろう。

研究の仮説

・主題に迫る中心発問
・道徳的価値を深める問い返し
・自分自身と関連付ける発問

・ 教材文の状況や登場人物の心情を正しく
理解する手立ての工夫

・ 視点を変える、事象を比較するなど、深
く考えるための手立ての工夫

・ 本時の学びと、子どもたちとをつなぐ時
間の確保

・教材との対話の場
・他者との対話の場
・振り返りでの自己との対話の場

・ 教材と向き合ったり、登場人物に自分を
投影させたりする時間の確保

・ ペア交流やグループ交流、全体交流など
の場の設定と指名方法の工夫

・ 観点を示し、継続して取り組む振り返り
カードの活用
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研究
 主題

「深い学び」に向かう子どもを育む研究
～課題設定の工夫と評価の充実を通して～

授業
実践 中部地方を大きくながめると、どのような特色が見られるのかを理解する。（1/6 時間）

パフォーマンス課題（ポスター作成）
「『博覧会』のポスターを作ろう」
　中部地方で産業博覧会が開かれることになりました。博覧会では、中部地方を構成する、東海、中央高地、
北陸の三つの地域から、それぞれの様々な産業が取り上げられて、展示される予定です。そこで、三つの地域
が誇る、その地域らしい産業から、具体的な事例を一つずつ選ぶことになりました。最も地域らしさや誇りを
感じる産業を紹介するポスターを作成しましょう。

ルーブリック
中部地方の産業が発達している理由をこれまでの学習を活用して、なぜ産業が成立したかを自然環境、交通・
通信、歴史的背景などの視点を挙げ

A 結び付きや影響について考察し、「博覧会のポスターデザイン案」の形で具体的に表現している。

B 考察し、「博覧会のポスターデザイン案」の形で具体的に表現している。

C B 基準に達していない。

○　単元を通した課題を確認する。

○　パフォーマンス課題とルーブリックについて知る。

○　浦幌を例に考える。

見
通
す
（
本
時
→
単
元
）

※　この後、振り返る時間へと続きます。

※　この前に、見通す・探究する時間が行われています。

　中部地方の三地域のいずれかについて、博覧会のポスター作成を通して、産業の成立条件について考察
する課題であることを知る。また、ルーブリックを活用し、これから学習することや、単元の終わりには
どのような力を身に付けていくか、学習に対する見通しをもつ。

　浦幌のハマナス、森林公園、木炭から一つ選び、
Google スライドで紹介する文章を作成する。

産業と自然環境などとの結び付き
って、どういうことだろう？

◆なぜ中部地方では、各地に個性豊かな産業が発達しているのだろうか

浦幌町立浦幌中学校  第２学年  単元  第３章 日本の諸地域  ４節 中部地方　授業者  松林　一彦

そこが、Ａ評価とＢ評価の
違いなんだな。

結び付きが書かれているね。
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共同研究令和３年度
十勝管内教育研究所連絡協議会

パフォーマンス課題（ワークシート・口頭説明）
□の中にどんな数を入れたら、答えは４けたになるかな？また、その理由も説明しよう。

□４７×３＝○○○○
ルーブリック

A

□の中に入る数字について、数量の関係に着目して説明している。
（「40 × 3 ＝ 120 になるということは、積の 3 桁目には既に「1」
繰り上がることは決まっているから、□の中に入る数字が「3 以
上」であれば、3 × 3 ＝ 9 以上の数になり、答えは 4 桁になる。」
ということにのみ触れながら説明している。）

B
□の中に入る数字について、順序よくかつ位をそろえながら計算

（筆算）したことを基に、説明している。
（Ａ基準と比べると説明の的を絞ることができてはいないが、3
以上の数が答えになることを説明することができる。）

C Ｂ基準に達していない。

○　教科書 P ９８の導入問題を基にして、単元で学習する内容を想起し、単元の見通しをもつ。

○　パフォーマンス課題を確認し、挑戦してみる。

○　ルーブリックについて考える。

見
通
す
（
単
元
→
本
時
）

かけ算はかけ算でも、
大きい数×１０までの数？

どうやって計算するんだろう？

◎ (A) を目指して
頑張りたい！

※　この後、学習課題を確認し、探究する時間へと続きます。

この単元では、どんなことを新しく
学習すると思う？

できそうだけど、理由を説明
するのは難しそうだな。

【パフォーマンス課題】（ラスボス）
□の中にどんな数を入れたら、答えは 4 桁
になるかな？また、その理由も説明しよう。
□ 47 × 3 ＝〇〇〇〇

【ルーブリック】
◎（Ａ）… 問題を解く上で最低限必要なことだけに

触れて簡単に答える。
〇（Ｂ）…単元で学習した計算の仕方を基に答える。
△（Ｃ）…当てずっぽうで数字を入れる。

士幌町立中士幌小学校  第３学年  単元  大きい数のかけ算のしかたを考えよう  授業者  伊澤　　亮
授業
実践

何十、何百に１位数をかける計算の仕方について、１０や１００を基に考えることが
できる。（1/12 時間）

ルーブリックについて
　今回の授業では、第３学年の
子どもに左のルーブリックをそ
のまま提示しても理解が難しい
と判断しました。そのため、ルー
ブリックを基に、子どもたちと
ポイントについて確認にしなが
ら、教師と子どもが一緒に作成・
共有することとしました。
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研究
 主題

子どもたちにしなやか心を育む研究
～道徳科における発問と対話の工夫～

学校生活
全般

し
な
や
か
な
心

変
化
に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
心

多
様
性
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
心

各教科等
ふだんの授業

朝・帰りの会
係活動

児童会・生徒会活動

学校行事

運動会
体育祭

学習を自分事として
振り返る８坂東さん の思いや行動から、

真理を求 めるとは何かを考える

思考ツー ルを使い、情報を
整理する

「ペンギンの散 歩」と比べ、
坂東さんの思い のもとを考える

他の具体例と比 べ「個性を
伸ばす」につい て考える

坂東さんの思いや行動を通し
て、わかったことをまとめる７

今の自分にとって「個性を伸ばす」とは
どういうことかを考える７

自分の個性って何だろう。
どうやったら、個性を
伸ばせるのかな？

終末終末
【道徳的価値を深める 問い返し】
価値理解、人間理解、他 者理解など
物事を多面的・多角的に 捉え、より
　道徳的価値の理解を深 める発問

【自分自身と関連付ける発問】
学習内容を自分事として捉え、更に

考えを深め、道徳性を養う発問

坂東さんは、
お客さんにペ
ンギンの本当
の姿を見てほ
しかったんじ
ゃないかな？

問題の多い水中 トンネルよりもペ
ン ギ ン の 散 歩 の方が安全で、お
客さんも喜ぶん じゃない？

今まで、何かをよ
りよくするために
取り組んだことは
ありますか？

う～ん…

「個性の伸ばす」っ て新しいことを
始めること？他に はないの？
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協力員研究令和３年度
十勝教育研究所

主　
題　
「
13
真
理
を
求
め
て
」

内
容
項
目　
Ａ
―
⑹
真
理
の
探
究

教
材
名　
「
ペ
ン
ギ
ン
は
水
の
中
を
飛
ぶ
鳥
だ
」

主　
題　
「
６
『
今
』
を
生
き
る
私
の
た
め
に
」

内
容
項
目　
Ａ
―
⑶
向
上
心
、
個
性
の
伸
長

教
材
名　
「
私
は
十
四
歳
」

清水町立
清水小学校

第 5 学年

幕別町立
札内中学校

第 2 学年

教材文を読んであらすじを知る２

教材文を読んであらすじを知る２

水中トンネルを諦めずに
作ろうとした理由を考える４

主人公の考える「個性を伸
ばす」について話し合う４

坂東さん の思いや行動から、
真理を求 めるとは何かを考える６

思考ツー ルを使い、情報を
整理する６

真理とは何か？
主題名から考える１

自分の個性に
ついて考える１

課題：「真理を求める」とは
　　　どういうことか考えよう

課題： 自分の個性を伸ばすとは
どういうことだろう？

真理って
何かな？

個性って
何かな？

教材文の概要を整理し、
中心発問で主題に迫る３

教材文の概要を整理し、
中心発問で主題に迫る３

「ペンギンの散 歩」と比べ、
坂東さんの思い のもとを考える５

他の具体例と比 べ「個性を
伸ばす」につい て考える５

主人公は得
意なバスケ
を辞めたの
かぁ…。

導入導入 展開展開
【主題に迫る中心発問】

子どもたちがどのようなこと
を学ぶのかを明確にし、主題や

ねらいに迫る発問

【道徳的価値を深める 問い返し】
価値理解、人間理解、他 者理解など
物事を多面的・多角的に 捉え、より
　道徳的価値の理解を深 める発問

なぜ、坂東さんは事故の恐れがある水中
トンネルを諦めずに作ろうとしたの？

えーっ、
旭山動物園
が、廃園の
危機にあっ
たの～！？

動物園とペン
ギンのために
作ろうとして
います。

問題の多い水中 トンネルよりもペ
ン ギ ン の 散 歩 の方が安全で、お
客さんも喜ぶん じゃない？

「先生に言わ
れたとおりに
頑張る」ことは
個性を伸ばし
ていることに
なるのかな？

主 人公は「個
性 を 伸 ば す」
ことを、 後 悔
しない生き方
と思ったんじ
ゃないかなぁ。

主人公は、どうして新しくジャズ
ダンスを始めたのかな？

「個性の伸ばす」っ て新しいことを
始めること？他に はないの？
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教 育 情 報

十勝管内教育研究所所員研修会7/1
（木）

とかち教育講演会  講師：諸富　祥彦 氏
（明治大学文学部教授） 9/9

（木）演題「子どものこころの育て方」

　一般財団法人北海道公立学校教職員互助会・十勝管内調査研究
事業実行委員会主催による「令和３年度とかち教育講演会」が開
催されました。オンライン会議システム（Zoom）による開催で
したが、一般の方を含め約３５０名が参加しました。
　諸富教授が独特の語り口で参加者を魅了し、あっという間の
９０分間でした。諸富教授が、カウンセラーとして関わっている
学校で実際に経験した内容も織り交ぜながら、「子どものこころ
の育て方」について、具体的なご示唆をいただきました。
　また、ブレイクアウトルームを活用し、学級活動等で活用でき
る取組をロールプレイで体験することもできました。子どもへの
適切な働きかけや関わりによって「子どものこころ」がよりよい
方向に向かっていくことを実感し、学級や授業ですぐに取り入れ
られるヒントをたくさんいただくことができました。

　今年度は、豊頃町教育研究所が主管となり、２年ぶりに開催さ
れました。当初、集合型の研修を予定していましたが、コロナ禍
のためオンライン会議システム（Zoom）を活用し、約１００名が
参加して行われました。
　前半は、「これからの地方教育研究所・センターに求められる
役割」と題して、北海道教育大学教職大学院旭川キャンパス特任
教授の北村善春氏を講師に迎え、研究所員に求められる資質・能
力についての講演が行われました。途中、ブレイクアウトルーム
を活用し、参加者が討議をしながら、研修を深めました。
　後半は、学び部会では中札内村・池田町、心部会では本別町・
帯広市の各市町村教育研究所における取組の実践発表が行われま
した。参加者は、実践発表を各研究所での取組に生かせるよう、
熱心に聞き入っていました。
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研 修 会 報 告

7/30
（金）

8/27
（金）

8/19
（木）

10/28
（木）

北海道教育研究所連盟夏季所員研修会

第７６回北海道教育研究所連盟
研究発表大会
兼第６３回全国教育研究所連盟
北海道地区研究発表大会（後志
大会）

全国教育研究所連盟研究協議会
（静岡大会）

道東地区教育研究所所員研修会
（根室大会）

　全道の研究所所員を対象に北海道教育研究所
連盟が主催で研修会が行われています。
　今年度は、学習評価及びＩＣＴを活用した授
業改善について学ぶことを通し、令和の時代に
求められる学習・評価観について理解を深め、
所員等の研修講座における企画力や助言力の向
上に資することを目的として行われました。
　十勝教育研究所から松村所員が参加し、協議
や演習を通して研修を深めました。

　北海道教育研究所連盟共同研究について研
究協議を行うとともに、各加盟機関での教育
研究、教員研修等の取組について交流・協議
することにより、北海道教育の一層の充実・
発展、並びに所員及び研究員、教職員の資質
向上に資することを目的に行われています。
　記念講演では、国立教育政策研究所の白水
始初等中等教育研究部副部長・総括研究官を
講師に「教育研究所・センター所員の資質能
力の向上に向けて～小中学校におけるICTを活
用した授業改善と評価の実際～」について、
具体的な事例を交えながら、研究所としての
取組についてご示唆をいただきました。

　道東地区における各教育研究所の今日的課題
と役割を明確にし、併せて相互の研究成果を交
流して研究所員の力量を高めることを趣旨とし
て行われています。
　今年度は、根室教育研究所が主管となり、行
われました。新潟大学教育実践学研究科の遠藤
英和特任教授に、「これから求められる学校教
育の在り方と教育研究所・センター所員の資質
能力の向上」を演題としてご講演いただきまし
た。学校経営、教科経営、生徒指導など様々な
視点から、具体的な実践例を交えてお話しいた
だきました。
　午後は、所長と所員に分かれて部会が行われ
ました。各地区の研究所の取組が紹介され、交
流しました。

　全国教育研究所連盟（全教連）とは、全国の
教育研究機関相互の連携・協力を通して、研究
調査の進展を図るとともに、教育の改善、進歩
に寄与することを目的として、昭和２３年に発
足した歴史ある組織です。民間や大学の教育研
究機関も含め１８２の関係機関が加盟し、十勝管
内では「十勝教育研究所」と「帯広市教育研究所」
が加盟しています。今年度は、山田所長が「全
国教育研究所連盟総会・研究発表大会」に参加
しました。また、

「研究協議会」に
は山田所長と斉
藤主任所員が参
加しました。
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編集
後記

担当から

次号予告

　１年延期で開催された東京 2020 オリンピック・パラリンピッ
ク。実施競技のほぼ全てが無観客という今までにない対応とな
りましたが、オリンピアンやパラリンピアンの技や力、一瞬の
勝負に懸ける気迫は、見る者に多くの感動を与えました。また、
競技後や閉会式では、世界各国の選手たちが国籍・人種・性別
などを問わず、互いの健闘を心から称え合う姿も見られました。
　今号の特集は、「性の多様性」でした。ある調査によりますと、

「ＬＧＢＴ」という言葉の認知率は９０％であるそうですが、理
解率は６０％弱にとどまっているとのことです。性的マイノリ
ティの基礎知識や、学校で求められる配慮や対応について掲載
しましたが、何か１つでもお役に立てば幸いです。
　ご多用中にも関わらず、原稿をお寄せいただきました先生方
や関係者の皆様に感謝いたします。十勝教育研究所は、今後も
広報誌やＨＰを通して様々な教育情報を提供するとともに、授
業実践に役立つ研究を進めてまいります。

特集
一人一台端末の活用に向けて（実践編）
新学習指導要領における評価について（実践編）
　ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末の導入から一年がた
ちました。また、今年度から、中学校も３観点による学習評価が
始まりました。気になる２つの教育課題について特集します。

◇巻頭言　◇教育現場への期待　◇退職教職員挨拶・閉校紹介
◇わたしの授業実践　◇わたしの学級経営
◇共に学び共に育つ　◇日本人学校より　◇教育情報
◇日々徒然　◇学校めぐり

担当のオススメ本

　経営者やスポーツ選手、芸術
家に文化人など、様々な業界の
著名な方々の珠玉のメッセージ
集です。３６５人の言葉を日付順
に読むもよし。お好きな方から
読むもよし。あなたの心を勇気
付けたり、励ましたりしてくれ
る一冊です。

「１日１話、読めば心が熱くなる
３６５人の仕事の教科書」

監修 / 藤尾　秀昭
出版社 / 致知出版社

十勝教育研究
令和３年１１月発行

発行所　十勝教育研究所
所長　山田　　洋

　　089-0531
　　中川郡幕別町札内暁町２９０番地の２
　　TEL　０１５５―５６－２３３１
　　FAX　０１５５－５６－４２６０
　　Email　 staff@tokyoken.net
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性の多様性 　LGBTQ＋
～多様な性の在り方について考える～

特
集

　本校は、明治３５年に開校した本別小学校が近隣２校の小学校を分校とした後に統合し、昭和４５年に本別
中央小学校と改称して、全校児童１,０９８名でスタートしました。
　現在は、１学年１学級の小規模校としての利点を生かし、新型コロナウイルス感染防止に留意しながら、子
どもたち一人一人の未来に寄り添い、健やかな成長と学びを止めない新たな学校の創造（ニューノーマルの発信）
に取り組んでいます。

　算数・体育の専科教員配置による学力・
体力の向上を図るとともに、空き時間の確
保による働き方改革の推進をしています。

【教科担任制の模索】
　特別活動等の教育課程を見直し、小規
模校のよさを生かした全校児童による運
動会を午前日程で開催しました。

【全校児童による運動会】
　町教委が主催する外国人英語教師を活
用した低学年向け英語活動に取り組んで
います。

【放課後English】

本別町立本別中央小学校
■児童数　１７５名（９学級）　■教職員数２０名
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1
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3
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巻頭言

十勝教育研究所運営委員会
委員長

菅野　勇次

わたしの授業実践

浦幌町立上浦幌中学校
教　諭

山梨　政拓

教育現場への期待

有限会社 HS-WORLD
代表取締役

佐藤　　肇

健やかな心と体

幕別町立幕別小学校
栄養教諭

川本　祐子

日々徒然

音更町立音更小学校
教　諭

片桐　絵美

日々徒然

更別村教育委員会
地域おこし協力隊国際交流員

キャッツアー 虎南

研究所めぐり

中札内村教育研究所
所　長

島田　　諭

わたしの学級経営

清水町立御影小学校
教　諭

保苅　敬貴

令
和
三
年
十
一
月
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号

【Society 5.0 時代に生きる】
　教職員の研修を積み重ね、ＩＣＴの日常的
な活用による時代に取り残されない学校のス
タンダードの構築を目指しています。

十勝教育研究所
HP　QRコード
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